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新学期がはじまり数カ月が経過しようとしています．多くの

医療機関（組織）にもフレッシュな人材が加入編入されたこと

と思います．新卒さんや転属の方たちもやっと仕事の内容や職

場の雰囲気にも慣れてきた頃ではないでしょうか．新たな環境

に飛び込み，一定の成果を発揮するためには多くの試練がある

はずです，一方，受け入れる施設や組織側もこのような人たち

がスムーズに溶け込めるよう，速やかに効率的な仕事ができる

ように教育システムの確立や医療トラブルの回避に多大な労力

を投資していることと思います．このような双方の奮励があり

ながらも，新加入の方々が正しい方向で闊達に活躍できること

は，組織にとっても職場環境の風化を予防し，さらに飛躍する

ための活力になることは間違いありません．最近では組織帰属

意識の相違や環境変化への不応性などにより長続きしない方々

も多いと聞きます．このような非効率をなくすため，現状を把

握し問題点を抽出し，さまざまな角度から解決のアプローチを

模索しなければならず，ある意味移植治療の状況と似ているか

もしれません．

さて，今回体幹四肢の神経機能が凝縮した脊髄の再生治療に

関する特集です．生体内では最も再生が難しい分野と思われま

すが，注目度と期待度が高い治療領域であり，国家を挙げて研

究，実臨床への推進がなされているプロジェクトです．専門性

が高いため，一臨床家にとっては理解に苦しむワードやメカニ

ズムも多いのですが，受傷経過による損傷脊髄の変化や再生治

療のターゲット，治療の問題点や阻害因子について論述してい

ただきました．損傷脊髄の障害範囲をいかに最小限にするか，

神経再生の阻害因子をどの程度排除できるか，神経栄養因子や

細胞移植をどのタイミングでいかに効率的に使用するか，グリ

ア瘢痕組織の形成などを抑制しいかに回復しやすい環境にする

かなど，積年の研究努力とアイデアがまとめられた熱意の込

もった内容です．たとえ慢性期であってもブレイクスルーがあ

り得ること，また，リハビリテーションの役割が大変重要であ

り，脊髄再生環境を改善し，ほかの再生治療との相乗効果をも

たらす点は，自らの回復能力を高める手法として興味深い点で

す．新人の移植細胞あるいは液性因子が，たとえ過酷な環境で

あっても包括的な工夫により脊髄損傷部位に作用し大活躍して

くれることを願います．

脊髄脊椎疾患に関する最も崇高な命題を企画編纂された中村

雅也先生と，脊髄再生の難題に取り組み，研究と臨床の現状と

課題をまとめていただいた執筆者の先生方にあらためて深謝い

たします．

（高橋敏行）
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